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編
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後
記

　

岡
田
小
学
校
５
年
生
の
田

植
え
を
取
材
し
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
田
植
え
後
、田
ん
ぼ

の
水
の
管
理
に
つ
い
て
学
習
。

「
毎
朝
水
を
見
に
来
る
」「
水
を

入
れ
る
か
、
入
れ
な
い
か
を
自

分
た
ち
で
判
断
し
て
行
う
」
と

い
う
２
つ
の
使
命
を
言
い
渡
さ

れ
た
瞬
間
、
児
童
た
ち
は
そ
れ

ま
で
の
無
邪
気
な
笑
顔
が
、キ

リ
っ
と
責
任
感
を
も
っ
た
大
人

の
顔
つ
き
に
変
わ
り
ま
し
た
。

稲
と
一
緒
に
、
稲
を
見
守
る
子

ど
も
た
ち
も
大
き
く
成
長
し

て
い
き
そ
う
で
す
。    （
松
田
）

　

大
人
に
な
り
躊
躇
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。「
先

を
見
て
最
善
の
方
法
が
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
言
え
ば

聞
こ
え
は
い
い
で
す
が
、
楽
だ

け
ど
楽
し
め
な
い
方
法
を
選
ん

で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

田
植
え
の
取
材
。
泥
だ
ら
け

で
必
死
な
姿
の
子
ど
も
の
横

で
、
最
小
限
の
汚
れ
に
し
よ
う

と
す
る
私
…
。
結
局
お
尻
も
汚

れ
る
な
ら
初
め
か
ら
躊
躇
せ

ず
、一
緒
に
泥
だ
ら
け
に
な
っ

た
ほ
う
方
が
楽
し
か
っ
た
な
と

感
じ
た
取
材
で
し
た
。（
久
保
）

ってこーわい

　　ってこーわい
行
会 No. 82

「  喜安  興さん 」
伝統と新しい思考を融合
自宅の古民家を再生し後世へ

２

　築103年の古民家を建築家、職人や学生と共に後
世へ―。喜安興さん＝恵久美＝の古民家は、1年以上
かけ伝統と新しい思考が融合した家に再生しました。
　「職人の皆さんは、過去の職人の仕事にふれ刺激
を受けたと言っていました。私自身も何世代も先を見
据えた仕事にふれ、巧の技を後世に残していく必要を
感じました」と話す喜安さん。古舞竹を編み、その両
面に２カ月かけて土壁で塗り固めるなど、家は伝統の
技法で時間をかけて改修されています。
　そこで大切にしたのは、「この家と共に過ごしてきた
思い」です。昔の話から、うぐいす張りの廊下を再現し
たり、お風呂場にあった明治期のタイルを書斎の壁に
再利用したりするほか、バリアフリーにして両親が愛着
ある家に住み続けられるようにするなど、建築家や職
人の手で100年分の思いが拾い上げられています。
　さらに、「離れ」の部分の改修は、学生の生きた学び
の場となりました。取り壊しを検討していた離れの再
生案を考えたのは、河原デザインアート専門学校の学
生たちです。プレゼンテーションを経て選ばれた若者
ならではの案を基に工事が進められ、新たな憩いの
場である書斎が生まれました。
　多くの思いが詰まった家は、これからまた100年、新
たな歴史を刻んでいきます。

１.　完成した家と喜安
さん　２.　お風呂のタ
イルを活用した「離れ」
の壁。デザインだけで
なく、工事にも学生ら
が加わった

２

１

有料広告募集中
　　　　　　　　　　掲載場所　　裏表紙の最下段　　　
　　　　　　　　　　広告料　　　20,000 円／枠（1カ月）
　　　　　　　　　　大きさ　     　縦 40 ミリ×横 60 ミリ
　　　　　　　　　　カラー　     　フルカラー

問総務課広報情報係 ☎ 985-4132

広告


